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9
th

 Asian Hydrogen Energy Conference 

 会期：2007 年 2 月 5 ～ 6 日 

会場：東京ファッションタウン(東京ビッグサイトの TFT) 

主催：水素エネルギー協会 
 

組織委員長： 太田健一郎 (HESS)  

Hung-Sun KIM (KHNEA)  

Zong Qiang Mao (CAHE) 

 

会議の主題と目的： 

アジア諸国の持続的成長のための水素エネルギー 

21 世紀にはアジア諸国及び世界的に極めて大量のエネルギーや資源の消費が見込まれ

る。その結果、地球規模の問題が発生し、地球温暖化も進むであろう。したがって、これ

からの技術は地球や環境に好ましいものでなければならない。 

我々にとって、今はアジア諸国のために本当にクリーンなエネルギーを考える時である。

アジア諸国は水素エネルギーの新しい範例を必要としており、新しい水素エネルギーシス

テムは新しい科学と技術をもたらすに違いない。そのため、これら新しい水素エネルギー

とアジア諸国のこれからの協睦発展について話し合い、討議する場がこの会議である。  

 

シンポジウムトピックス： 

水素エネルギー（全般）、水素物性、水素製造、水素利用、水素安全、水素エネルギーシステ

ム、水素貯蔵、水素輸送、燃料電池など 

 

各種期限： 

論文提出期限: 12 月 18 日, 2006 

早期割引期限: 12 月 18 日, 2006 

 

参加費： 

12 月 18 日以前の登録 

参 加 費： 10,000 円（一般） 

 2,000 円（学生） 

バンケット： 4,000 円 

 

12 月 19 日以降の登録 

参 加 費： 15,000 円（一般） 

 3,000 円（学生） 

バンケット： 6,000 円 

 

連絡先： 

水素エネルギー協会 

横浜国立大学教育人間科学部谷生研究室内 

Fax:045-339-3996  e-mail: asiah2@hess.jp 

Web-site: http://www.hess.jp/9asian%20info2.html 

会議情報については本会上記ウエッブサイトをご覧下さい。 
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